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当団体の重点事業は、緊急一時保護事業ですが、全て
の避難者が行政の手続きを踏んで当団体にたどり着くわ
けではなく、個人的に依頼されるケースを断れない時も
あります。そんな時の食費、消耗品費、人件費、交通費
は決して十分ではなく、スタッフの善意に支えられてい
るところが多々あります。
今後も、当団体が安定して活動を継続していくために

は、会員の会費と、皆様からの寄付が活動原資となりま
す。活動に参加できなくても、「寄付」という形で活動
に賛同していただければ、我々スタッフのモチベーショ

ンも高まり、益々ニーズに応えた活動が展開されること
でしょう。社会課題を共に解決するために、ぜひご協力
をお願いいたします。寄付は、随時受け付けております。
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2023年11月より「認定」を取り下げました。
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今年の夏は「猛暑」「酷暑」「激暑」と言って
も過言ではないほどの暑さでした。
加えて、南海トラフを予想するような地震、

台風、線状降水帯による集中豪雨など各地で被
害が相次ぎました。
被害を受けた皆様には、心よりお見舞い申し

上げます。
会員の皆様には日ごろからご支援、ご協力に

大変、感謝をいたしております。
当団体も特定非営利活動法人として今年の５

月で活動歴 21 年になりました。
当団体の設立は 2001 年の DV 防止法が制定

された年です。この法的な運用もわからないま
ま、手探りの中で DV 被害者支援活動を開始し
ました。21 年の間に DVに対しての一般の方々
への認知度合いも上がり、また女性を取り巻く
状況も大きく変化してきております。
今年の４月からは DV 法の改正、女性支援新

法が施行され、DV の被害者支援だけではなく
女性の人権を守る観点から、生きづらさを感じ
ている女性へのサポートが必要であることを明
記しています。大きく変わった点で嬉しいのは

困難を抱える女性への支援の根拠法が売春防止
法から女性支援新法に位置付けられたこと、女
性を保護と矯正の対象だけではない女性福祉法
的な位置付けがなされている点です。
日頃、相談を受けている中で感じることは、
一人の女性が抱えている問題は複合的であり、
それに対応していくためには様々な機関がその
人のために何とかしてあげようと思えるモチ
ベーションがないとなかなか光がみえてこない
ことです。
この法律には、切れ目のない支援、そして相
談者のニーズに合った支援の必要性が明記され
ていますが、そのためには多くの団体との繋が
りも必要です。この 21 年の間に結も多くの団
体とつながりが持てるようになりました。この
ネットワークを活かし、相談者に対して１団体
ではできないサポートを今後も続けていけたら
思います。
今後共、皆様のお力をお貸しいただけると
ありがたいです。

代表理事　中村　敏子　

ご挨拶

結へのご寄付のお願い

『虎に翼』を見てますか？・・・
　　　　　　　　「スン」と「はて」の間
今期のNHK朝ドラでは、日本初の女性弁護士で後
に裁判官となった三淵嘉子をモデルにした佐田寅子
（ともこ）を伊藤沙莉が演じています。
ヒロイン寅子は、違和感や疑問を感じた時に、首
を傾げて「はて」と言います。母が女の幸せは結婚
にあると力説する時も、大学の女子部でも、寅子は
首を傾げて「はて」。それに対して、家の中では自分
の意見を言う母が、家族以外の場では能面をかぶっ
た表情で「わきまえ」、夫をたてている時に、「スン」
いう文字とテーマ音楽が流れます。また、さっきま
で闊達に議論していた同級生は、大学教授の夫が教
室に現れた途端に「スン」となります。良妻賢母と
いうジェンダー規範・構造の中で、女性たちが言葉
を発することなく、感情を表すこともない様子が「ス
ン」です。しかもこのドラマでは、私大生である同
級の男子学生たちも、帝大生を前に「スン」とします。
今でも私たちは「はて」と「スン」の間で生きて
います。ヒロインのように、「はて」と疑念を呈し、
意見を述べる生活は素敵かもしれませんが、疲れま

す。意識的にも無意識的にも、そして自分や家族の
身を守るためにも、「スン」とします。
でも、違和感・苦しさを飲み込んでいると、次第
に辛くなり、やがては辛いということも感じなくなっ
てしまいます。結果、辛さも痛みもない人として、
あるいはそのような立場を自ら選んだ人として、遇
されてしまいます。
このドラマでは、寅子も「スン」と無縁ではあり
ません。敗戦直後に法曹会に復帰し、生活のために
も失敗できないと臨んだ場で、みごとに「スン」と
します。その後はヒロインらしく「はて」と自分ら
しさを取り戻していきますが。ドラマの後半、寅子
が裁判官として、「スン」としてしまった自分の苦し
さ・弱さを忘れずに、「スン」を強いられている少年
や女性たちに接することができるか・・・これが一
番の見所です。私たちも支援の場などで、自分の弱さ・
苦しさを忘れずに、痛みに向き合うことができるか
が、問われています。　

（井上  匡子　神奈川大学教員・理事）



２　ゆい ニュースレター  vol.58

2023年度　女性のための支援者養成　連続講座 報告　

ゆい ニュースレター　vol.58　３

　講師   神奈川大学  名誉教授  入江直子 氏

第 6回「これから私たちは何ができるか」
2024. ２.24 ～ 25 国立女性教育会館（宿泊）

５回目までの学習を支援の実践につなげるために
５回までに学習した、女性が抱える困難に対す
る支援の実践に取り組むためには、一人ひとりの
女性がどのような困難を抱えているか、そしてそ
れをどのように感じているかを共感的に理解する
ことが支援の基礎になる。
そのため、その時点での参加者各自の関心を出
し合ってグループをつくり、２～３人の中で「聴
きあう」活動をした。一泊二日の合宿形式で行っ
たので、時間を十分に使うことができ、「共感的
理解」を実感することができた。

参加者レポート
「これから私たちにできること」

①生きづらさを抱えている人とつながる
②まず目の前の苦しさが緩和される支援の実施
③生きづらさの背景を伝える（心理教育）
④自分らしく生きれるようになるために、ジェ
ンダー意識の目覚めを促す

⑤ジェンダー意識の根幹は「人権」だと気づ
いてもらう

⑥「自分には人権がある」ことに意識を向けて、
自分の中にある生きる力を感じてもらう

＊①～⑥をやっていくことで人々の
⑦社会構造への意識が変わる、社会に対する
向き合い方が変わる 

⑧社会構造を変えるアクションが生まれる
⑨①～⑧の流れを止めず、繰り返すことで生
きやすい社会の実現へと向かう

　　　　　　　　　　　　　　　（土谷 美幸）

　女性であるだけで組み込まれてしまう、理不尽な日本の社会
構造などに対し、怒りや諦めの気持ちが湧き上がり、私は居て
も立ってもいられなくなった。
そして、様々な困難を乗り越えるには、女性相談支援員の存在
が重要な役割を果たすことも理解することができた。自分もそ
の業務に興味を持ち、やってみたいと思っている。私の今まで
の経験も、何らかの支援の力になるに違いないと、大きな励ま
しの機会となった。　　　　　　　　　　　　　（岡本 美保）

　互いが抱えている社会的な問題構造を浮き彫り
にして身近な問題として発見し、根底に潜む暴力
の問題に取り組みたい。
　女性支援の経験・知識はないが、暴力を受け傷
ついた人を自分も含めケアしていきたい。（I.K）

　相談員として　「この人なら話ができそう」　「こ
の人に話せてよかった」　「この先も何かあったら
すぐに相談しよう」　と思ってもらえる人に！
　そのためには、自分自身をみがきつづける。
・初心を忘れない横並びの支援
・知識の習得・資格取得の継続・自身の健康管理

（田名網 久子）

・元気な限り「人足」として、同行・雑用・労役を提供する。
・いくつかの資格を持ったひとりの協力者として、ソーシャ
ルワークの経験を積む。

・社会学の学生として学んでいること（主に女性と労働、ジェ
ンダー）を実践に生かす。

・非正規職の豊富な経験を生かして求職活動と就労のお手伝
いをする。

・飲食サービス業の経験を生かしたもてなしをする。
・女性と女性支援に関するトピックを楽しくわかりやすく発
信する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（W.Y）

中村敏子コーディネーター（左）と入江直子講師 （右）

｢これから私たちにできること｣
を発表する参加者の土谷さん
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2023 年度  収支決算報告書

認定特定NPO法人 　女性のスペース結

自 2023 年４月１日　 至 2024 年 3月 31 日


